
国立教育政策研究所

令和２年度教育研究公開シンポジウム

高度情報技術の進展に応じた教育革新

～高度情報技術を活用した「学習評価」の充実

による教育システムの再構築：みんなで創る

「評価の三角形」～

令和2年9月15日（火曜日） 13:00～16:30
オンライン開催

主催： 後援：



国立教育政策研究所
「高度情報技術の進展に応じた教育革新に関する研究」プロジェクト

（研究代表者：藤原文雄初等中等教育研究部長，研究期間：令和元年度～令和4年度）

phase 3（焦点化された
課題解決の道筋検討）

phase 2（焦点化された
課題の展望と課題把握）

phase 1
（展望と課題把握）

（研究の概要）ＩＣＴ・ＡＩなど進展する高度情報技術を学校教育に積極
的に取り入れることにより教育の質を一層高めていく教育革新を推進する
ための方策検討に資する知見を提供する。

政策形成・実施に資するべく，政策担当者，教育関係者及び情報技術開発者等関係者との
連携の下，研究成果の共有を進め，「オープンサイエンス」を推進する。
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「これからの学校には「一人一人の児
童が、自分のよさや可能性を認識する
とともに、あらゆる他者を価値のある
存在として尊重し、多様な人々と協働
しながら様々な社会的変化を乗り越え、
豊かな人生を切り拓ひらき、持続可能
な社会の創り手となることができるよ
うにすることが求められる。」

平成29年告示「小学校学習指導要領」



「『子供たちにどういった力が身に付
いたか』という学習の成果を的確に捉
え、教員が指導の改善を図るとともに、
子供たち自身が自らの学びを振り返っ
て次の学びに向かうことができるよう
にするためには、この学習評価の在り
方が極めて重要であり、学習・指導方
法の改善と一貫性を持った形で改善を
進めることが求められる。」

中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校
及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な
方策等について（答申）」(平成28年12月21日)



⑴高度情報技術を活用した学習評価の充
実によって、どのような教育革新が可能
なのか

⑵高度情報技術を活用した学習評価の充
実による教育革新を進める上で乗り越え
るべき課題は何か

本シンポジウムで
参加者の皆様と考えたいこと


